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パ ネ ル

要
が

あ
っ

た
こ

と
、

そ

し

て

江
戸
時
代

初
期
の

朱
子

学
・

楠
公
思

想
の

影

響
の

下
で
、

行
わ

れ
る

よ

う
に

な

っ

た
と

思
わ
れ
る

。

ま

た
、

近

世
末
期

に

な
っ

て

く
る
と
、

人
（
戦
死
者）

を

神
と
し
て

祀
る
流
れ

も
登

場
す
る

。

柳
川
藩
の

事
例
で

も、

「

三

柱
神
社
」

（
文
政
九
年）

に

お

い

て

藩

椙
を

神

と
し

て

祭
り、

「

八
十
臣
神

社
」

（
文
政

十
一

年）

で

は

戦
死
者
を

祭
り、

「

招
魂

社
」

（
明
治
二

年
）

で

は

奥
羽
の

役
の

八

人

戦
の

死
者
を

祀
っ

て

い

る
。

こ

こ

で

も

新
た

な

祭
祀
が

加
わ
っ

た

こ

と
に

な
る

。

沖
縄
に

お

け

る

遺
骨
収
集
の

展
開
と

慰
霊

顕
彰

粟
　
津

　
賢
　
太

　
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
に

お

け

る

戦
没
者
は
約
二

四

〇
万
人
に

の

ぼ
る

と

い

わ

れ

る
。

戦
後、

国

家
事

業
と

し
て

遺
骨
収
集
が

行
わ
れ、
　
＝
一
四

万
五

千
程
の

遣
骨
が

送
還
さ

れ
て

い

る
。

し
か

し、

＝

五

万
五

千
程
は

未
収
骨
で

あ
る

。

「

鉄
の

暴
風
」

が

巻
き

起
こ

っ

た
と

表
現
さ

れ

る
こ

と

も
あ
る

、

国
内
唯
一

の

地
上

戦
が

行
わ

れ
た

沖
縄
で

は
、

わ
ず
か

三
ヵ

月

の

聞
に

二

〇
万
を
超
え
る

死
者
を

出
し

た
。

こ

れ
は

米
軍
の

艦
砲

射
撃、

爆

撃、

上

陸
戦、

掃
討

作
戦
に

よ

る

死
者
で

あ
り、

敵
味
方
両

陣
営
の

軍

人
・

軍
属
の

他、

民

間
人
の

犠
牲
者
で

あ
る

。

昭

和
三
一

（
一

九
五
六）

年
以

降
、

沖
縄
に

お

け
る

遺
骨
収
集
は

日

本
政
府
か

ら

琉
球
政
府
へ

の

委

託
事
業
と

な
り、

さ
ら
に、

昭
和
四
七

年
の

復
帰

後
は

、

琉
球

政
府
か

ら

県
生

活
福
祉
部
援
護

課
が

主
管、

身
元
判
明
の

遺

骨
・

遺
留
晶
は

厚
生

省

経
由
で

遺
族
へ

送
還
さ
れ
る

こ

と

と

な

っ

た
。

沖
縄
出
身
者
の

遺
骨
は

那

覇
市
識
名
に

設
け

ら
れ

た

中
央
納
骨
所
へ

納
め

ら
れ

た
．

遺
骨
収
集
作
業

に

は
、

多
く
の

組
織
や

団
体
が

関
わ

り、

ま
た

そ

う
し

た

協
力
が

必

要
で

あ
っ

た
。

市
町

村
当
局

、

各
部
落、

当
時
の

日

本
政
府
の

出
先
機
関
（

那

覇
日

本
政
府
南
方
連
絡
事
務
所）
、

沖
縄
遺
族

連
合
会、

沖
縄
戦
没
者
慰

霊

奉
賛
会

、

沖

縄
傷
痍
軍
人
会、

在
郷
戦
友
会、

海
友
会、

日

本
健

青
会

沖
縄
支
部

、

高

野
山
大

学
学
生
団
体、

日
本
遺
族
会
青
年

部、

口

本

青
年

遺
骨
収
集
団、

宗
教
団
体

、

北
海
道

沖
縄
戦
生
存

者
会、

英
霊
に

こ

た

え

る

会

等
の

連
携

・

協
力
が

あ
っ

た
。

　
現
在、

沖
縄
に

お

け
る

慰
霊
の

地
で

あ
る
摩
文
仁
の

丘

に

は、

巨
大
で

抽

象
的
な

オ

プ

ジ

エ

ク

ト

と

な

っ

た

都
道
府
県
の

記
念
碑
が

整
然
と

並

ん

で

い

る
。

こ

こ

に

は
平

和
の

礎
や
、

識
名
か

ら

移
さ

れ
た

国
立
戦
没
者
墓

苑
も

存
在
す

る
。

し
か

し
、

遺
骨
収
集
と

の

関
連
で

考
え

な
け
れ
ぼ
な

ら

な
い

の

は
、

よ

り
小
規

模
の、

市
町
村、

字
レ

ヴ
ェ

ル

に

あ
る

記
念
施
設

で

あ
る

。

　
日

本
の

他
の

都
道
府

県
に

お

け

る

こ

う
し

た

戦
没
者
記
念
施
設
は

、

そ

の

多
く
が

碑
の

形
態
を
と
っ

て

い

る

の

で

ほ

と

ん

ど

の

場
合
内
部
に

遺

骨

が

入
っ

て

い

な

い

こ

と

が

多
い

が
、

沖
縄
の

市
町
村
に

お

け

る

戦
没

者
記

念
施

設
の

場
合
は

遺
骨
が

収
め

て

あ
る

。

下
部
に

納
骨
施

設
を

持
つ
、

と

い

う
よ

り
も
、

納
骨
施
設
の

上

部
に

シ

ン

ボ
ル

が

置
か

れ

て

い

る、

と
表

現
し
た

方
が
よ

り
正
し
い

よ
う
な、

独
特
の

形

態
を
も

っ

て

い

る
。

　
中
南
部、

特
に

南
部
は

沖

縄
戦
の

最
後
の

激

戦
地
で

あ
り

、

多
く
の

部

隊
あ
る

い

は

村
が

全
滅
し
た

。

こ

こ

に

は

戦
後
す

ぐ
に

大
量
に

散
ら
ば
っ

て

い

た

遺
骨
を

、

地
域
住
民
が
一

箇
所
に

集
め、

と
む

ら
っ

た

記
念
施
設

が

多
く

建
設
さ

れ

て

い

る
。

ま
た、

米
兵
に

よ
る

盗

掘
を
避
け
る

た
め
、

上

部
に

十
字
架
の

シ

ン

ボ

ル

が
用
い

ら
れ

て

い

る

こ

と

も
、

初

期
の

場
合
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に

は

み

ら
れ
た

。

そ

の

中
に
、

糸
満
市
字
真
壁

仲
間
原
の

萬
華
之
塔
が

あ

る
。

　

県
が

主
催
と

な
り、

内
閣
総
理
大

臣
を

は
じ
め
と
す
る

日

本
の

政
治
指

導
者
た
ち

が

列

席
す
る

沖

縄
全

戦

没
者
追
悼
式
は

毎
年
六

月
二

三

日
の

「

慰
霊
の

日
」

に

執
行
さ
れ

る

が
、

そ

の

前
日
で

あ
る
二

二

日
に、

こ

う

し
た

地
域
に

お

け
る

慰
霊

塔
の

前
で

慰
覊

祭
が

行
わ
れ
て

い

る
。

萬
華
之

塔
の

場
合
は

、

金
光
教
が

慰
霊

祭
を

取
り

仕
切
っ

て

い

る

が
、

地
域
の

参

加

者
た
ち

は

金

光
教
の

儀
式
と
並

行
し
て、

自
ら
民
間
信
仰

的
な

焼
香
を

行
っ

て

い

る
。

こ

れ

ら

の

並
行

す
る

慰
霊

祭
に

は
、

文
化
の

流

用
／
占
有

（
竝

O
鳴
『

o

冒
冨
鼠
o
旨）

現
象
が

多
く

み

ら
れ

る
。

特
に、

地

域
の

慰
霊

塔

に

み

ら

れ

た
十
字

架
の

シ

ン

ボ

ル

は
、

ま
さ
し

く
「

流
用
」

の

事
例
で

あ

ろ

う
。

他
者
に

属

す
る

文

化
的
表

象
が

、

限
ら

れ

た

資
源
・

状
況
の

中

で、

な

ん
と

か

「

使
い

こ

な

さ

れ
」

て

い

る
。

し

か

し、

金

光
教
式
の

あ

と
で

地
域
住
民
に

よ

っ

て

行
わ
れ
る

焼
香
は、

こ

の

概
念
で

は

と

ら
え
き

れ
な
い

。

そ

こ

で

は

「

流

用
」

と

い

う
よ

り
も
む

し
ろ

「

代
用

（

も。

ロ
げ
ω

甑−

ε
¢
o
昌

ご

が

行
わ

れ
て

い

る
。

そ

れ
は

騨

臼
o

讐凶
o
コ

（
借
用）

で

あ
り
、

醇
日
ω

Φ

あ
る

い

は

日
四

吋
o

霧
Φ

O
｛

屋
＝
ぴq

δ
島

四
ロ
け

げ
o
ユ
試
Φ

ω

自
鬥

Φ

亭

ぴq凶
o
ロ
ω

冒
o

諭
器
δ
コ

巴
ω

と

い

う

状
況
に

近
い

と

思
わ

れ
る

。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と

ま

と

め

村

上

　
興

匡

本
パ

ネ
ル

は

孝

本
貢
（

明

治
大
学）

を

研
究
代
表
者
と
し
て

科
学
研

究

費

補
助
金
を

う
け
た

「

戦
争
の

記
憶
の

創
出
と

変
容
ー

地

域
社
会
に

お

け

る

戦
争
死

者
慰
霊

祭

祀
の

変
遷
と

現

状
1

」

の

研
究

成
果
の
」

部
で

あ

る
。

本
研

究
の

特
徴
は

、

戦
争
死
者
慰
霊
祭
祀
を

「

地
域

性
」

と

「

歴
史

性
」

の

観
点
か

ら

見
直
す
こ

と

に

あ

る
。

従
来
の

慰
霊
祭

祀
は

靖
国

神
社

問
題
を
中
心
に

論
じ

ら

れ

て

き

た

が
、

批
判
さ

れ

る
こ

と

が

多
い

天
皇
の

臣
下
の

み

を
祭

祀
対
象
と

す
る

こ

と

に

つ

い

て

も
、

そ

の

歴
史
的
成
立
過

程
の

検
証
は

な
さ

れ

て

こ

な

か

っ

た
。

現
在、

都
道
府
県
の

記
念
碑
や
平

和
の

礎
な

ど

が

あ
る

沖
縄
摩
文
仁
の

丘
も

、

元
々

は

個
人
や
一

地
域
か

ら

の

慰
霊
の

運
動
が

そ

の

端
緒
と

な
っ

て

い

る
。

戦

争
死
者
の

慰
霊
は
、

元
々

地
域
自
発
で

多

様
な
も
の

で

あ
り、

現

在
も

置
か

れ
た

状
況
の

変
化

に

よ

り
意
味
づ

け
を

変
え
つ

つ

あ
る

。

　

ま

ず、

清
水
克
行
（
明
治
大
学）

が、

一

五

五
六

〜
一

六
六
〇
年
に

集

中
し
た

鉄
火
裁
判
（
焼
け
た

鉄
片
を

握
る

神
明
裁
判）

か

ら、

地
域
の

た

め

に

犠
牲
に

な

っ

た

者
を
地
域
社
会
と

し

て

慰
霊

顕
彰
す
る

近

世
村
落
社

会
に

お

け
る

伝
統
に

つ

い

て

発

表
し

た
。

紛
争
解
決
型

鉄
火

裁
判
の

場

合、

当
該

期
に

多
発
し

た

村
落
間
の

境

界
争
い

な
ど
に

決

着
を
つ

け
る

た

め

に

採
用
さ

れ

る

こ

と

が

多
く、

こ

の

時
期
に

確

定
さ

れ
た
境
界
が

近

代

以
降
も

維
持
さ

れ

る

例
が
ほ

と

ん

ど

で

あ

り、

鉄

火
を
握
っ

た

代
表

者

（

犠
牲
者）

は

「

義
民
」

と

し

て

な
が

く
顕

彰
さ
れ
た

。

鉄
火
裁
判
は、

幕
藩
体
制
に

よ
る

地
域
紛
争
調
停
制
度
が

成
立
す
る

過
渡
期
に

集
中
し
て

起
こ

っ

て

お

り、

顕
彰
は

む

し
ろ

近
代
以
降
に

活

性
化
し

て

い

る
こ

と

が

指
摘
さ
れ
た

。

　
つ

い

で
、

森

謙
二

（

茨
城
キ

リ
ス

ト

教
大
学）

が
三

池
・

立

花
家
の

「

大
位
牌
」

を

端
緒
と

す
る

家
臣
で

あ
る
戦
死
者
を
主
君
が

祭
る

事
例
に

つ

い

て

発
表
し
た

。

中
世
か

ら

近

世
に

至
る

過
程
で
、

薩
摩
藩
の

よ

う
に
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